クラブ活性化と充実を目指すための活動計画の指標
RI第2780地区クラブ奉仕委員会
2014～2015年度用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　        　　RC

「クラブ活性化と充実を目指すための活動計画の指標」は、クラブが現況を充分認識したうえで来るべき年度の目標を設定するためのツールとして役立てるものです。この資料は、クラブ・リーダーシップ・プランに基づいて作成されていますが、日本の事情を加味して修正を加えています。クラブは必要に応じて項目や方策を独自に追加して差し支えありません。会長エレクトは、クラブと協力してこの書式に記入の上、7月1日までにガバナー補佐（6月30日まではガバナー補佐エレクト）に提出するよう求められています。（RI2780地区仕様）
会　長　氏　名　：　           　　　　　　　就任年度：　２０１４－２０１５　
郵　便　宛　先　：〒　　　　　　　　　/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電　話　番　号　：　　　　　　　　　　　　　　FAX番　号　：　　　　　　　　　　　　　
E-メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
会員に関する項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現況
現在（2014年4月30日）の会員数：　　　　　人、2013年6月30日の会員数：　　　　　人、
5年前（2009年）の6月30日の会員数：　　　　　人、
現在（2014年4月30日）の会員構成：
男性会員数：　　　　　人、女性会員数：　　　　　人、会員の平均年齢：　　　　　才、
在籍年数ごとの会員数：1年～3年未満：　　　　　人、3年～5年未満：　　　　　人、
5～10年：　　　　　人、
ロータリー財団学友である会員の数：　　　　　人、（※コメント　　　　　　　　　　　　　　）
過去3年間に新会員を推薦した会員の数：　　　　　人、結果入会し在籍中の会員数：　　　　　人、
過去3年間に退会した会員の数：　　　　　人、
クラブの会員構成は、どのような多様性を反映していますか？
　□職業　　　　□年齢　　　　　　　　□その他（　　　　　）
職業分類表の更新は毎年行われていますか？　□Yes　　　　□No
現在の職業分類表は何時更新されたものですか？　　　　　　　年
当クラブの職業分類表には、　　　　（数）の職業分類があり、うち　　　　（数）が未充填です。
職業分類表の見直し（更新）は、就任年度の　　　　月実施の予定です。
当クラブが在籍中の会員を惹きつけているのはどのような点でしょうか？（文章回答）
逆に在籍会員を惹きつける妨げになっているのはどのような点でしょう？（文章回答）
入会希望者は、当クラブのどのような印象に惹きつけられるのでしょう？（文章回答）
当クラブのどのような点が入会を妨げているのでしょう？（文章回答）
新会員のためのオリエンテーション・プログラムを実施していますか？
　□Yes    □No     
前問でYesと回答の場合は、その内容について簡略な説明をしてください。（文章回答）
前問でNoと回答の場合は、その理由を書いてください。（文章回答）
新会員と現会員の双方を対象としたクラブの継続的教育（研修）プログラムがありますか？
　□Yes    □No
前問でNoと回答の場合、その必要性についてどう考えていますか？
　□必要と考える　　□不必要と考える
前問で不必要と考えると回答の場合、その理由を説明してください。（文章回答）
当クラブは過去5年以内に新クラブを提唱した。　□Yes    □No
クラブ会員がRIプログラムの「ロータリー親睦活動」や「ロータリアン行動グループ」に参加している場合、その人数とグループ名を書いてください。
今後の目標
次年度会員増強目標：　　　　人


2015年6月30日で　　　　人の純増
うち女性会員の増強目標：　　　　人
　
2015年6月30日で　　　　人の増強
うち50歳以下の会員の増強：　　　　人　　
2015年6月30日で　　　　人の増強
目標を達成するためのクラブの計画（複数回答可）
□　例会の充実に努め、会員の参加意欲を高めるプログラムの実施を考慮する。
□　会員家族が参加しやすい例会プログラムを開発する。
□　地域社会の人たちも参加できる例会プログラムの実施。
□　新会員のためのオリエンテーション・プログラム充実に努める。
□　新会員を入会後一年間フォローする体制を実現する。
□　今後の標準となるようなクラブ研修プログラムを検討・実施する。
□　地域社会の人たち、とりわけ若い人たちの参加を促す奉仕プロジェクトを企画する。
□　退会した人たちとの最小限必要なコンタクトを考慮する。
□　会員候補者のためにロータリーの一般情報を提供するパンフレットを作成する。
□　ロータリー親睦活動やロータリアン行動グループへの理解を深める方策を考慮する。
□　会員候補者の推薦はロータリアンの責務であるという自覚を促す。
その他（具体的に明記）
今後の活動計画（記述してください）
奉仕プロジェクトに関する項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現況
下記の項目の過去3年間と今年度の実績を記入してください。
青少年交換学生の受入数：　　  　名、　　　青少年交換学生の派遣数：　　  　 名、
（WCS）世界社会奉仕プロジェクトの数と対象国：　　　　　件、（　　　　　　　　　）
地域社会への奉仕活動の数とプロジェクト名：　　　　　件、
姉妹クラブや友好クラブとの共同プロジェクトの数とプロジェクト名：　　　　　件、（
インターアクト・クラブ提唱：　□あり（クラブ名　　　　　　　　　　）□なし
ローターアクト・クラブ提唱：　□あり（クラブ名　　　　　　　　　　）□なし
□ロータリー地域社会共同体　□ロータリー友情交換　□ロータリー・ボランティア等のRIプログラムに関わりがあればチェックの上、コメントを記述してください。
今後の目標
当クラブは、次年度の奉仕活動目標を次のように設定しました。
地元地域社会を対象とした活動：
海外の地域社会を対象とした活動：
奉仕目標を達成するためのクラブの計画（複数回答可）
□　奉仕プロジェクト委員会が奉仕プロジェクトの企画・立案・実施について充分な勉強をする。
□　地元地域社会のニーズ調査の実施。
□　海外における地域社会のニーズ情報を入手する。
□　クラブの奉仕プロジェクトには会員全員が参加するよう計る。
□　奉仕プロジェクトに支出する資金とその募金活動（スマイルを含む）を見直す。
□　姉妹クラブや友好クラブとの共同提唱プロジェクトを検討する。
□　世界社会奉仕プロジェクトに挑戦する。
□　奉仕活動のためにロータリー財団からの補助金を使用する。
次のRIプログラムに積極的に参加する。
· インターアクト・クラブ提唱を検討する　　□　ローターアクト・クラブ提唱を検討する
· ロータリー友情交換　　□　ロータリー・ボランティア　　□　青少年交換
· ロータリー地域社会共同体　　
· その他（具体的に明記）
今後の活動計画(記述してください)

ロータリー財団に関する項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現況
下記の項目の過去3年間と今年度の実績を記入してください。
授与された地区補助金の件数とプロジェクト名：　　    　件、
国際親善奨学生の数：　推薦者数　　   　名、　選出者数　　   　名、
研究グループ交換チームメンバーのホームステイ：　　   　名、　　 　日、
研究グループ交換チームメンバーの派遣者数：推薦者数　　   　名、選出者数　　   　名、
ボランティア奉仕活動補助金：　　   　件、マッチング・グラント：　　   　件、
3-Hプログラム：　　   　件、大学教員のための補助金：　　   　件、
ロータリー世界フェロー：推薦者数　　   　名、選出者数　　   　名、
ポリオ・プラス・パートナー活動の数：　　   　件、　　   　人、
年次寄付の額：3年前　　     　ドル、2年前　　     　ドル、昨年　　     　ドル、
今年度　　     　ドル、
恒久基金の額：3年前　　     　ドル、2年前　　     　ドル、昨年　　     　ドル、
今年度　　     　ドル、
下記の身分を有するクラブ会員の数：
ポール・ハリス・フェロー　　   　名、ベネファクター　　   　名、大口寄付者　　   　名、
「財団の友」会員　　   　名、「遺贈友の会」会員　　   　名、
ポール・ハリス・ソサエティ　　   　名
アーチクランプ・ソサエティ　　   　名
クラブが現在の連絡先を把握している財団学友の数：　　   　名、
今後の目標
当クラブは、次年度のロータリー財団に関連する目標を次のように設定しました。
ポリオに関する募金活動と目標額：　　      　ドル、
年次プログラム基金への寄付目標額：　　      　ドル、
ベネファクター：　　   　名、　　      　ドル、
大口寄付者数：　　   　名、「遺贈友の会」会員数：　　   　名、
クラブが参加するロータリー財団プログラム：                           　　　　　　　
目標を達成するためのクラブの計画（複数回答可）
□　クラブ財団委員会が財団プログラム全般への理解を深め、財政的支援を推進できる力をつける。
□　会員の財団プログラム理解を深め、財政的支援の必要性を認識する方策を検討・実施する。
□　財団に関するプログラムを四半期に一度は計画する。財団学友の卓話を考慮する。
□　11月の月間を目標に寄付を募る。
□　クラブ研修プログラムには必ず財団に関する事を盛り込む。
□　地区の財団セミナーへの出席は、財団委員長はもちろん会長や関心ある会員の出席も考慮する。
□　財団プログラムに参加した会員を表彰することを検討する。
□　全ての会員に毎年の財団への寄付を奨励し、EREYクラブを達成する。
□　財団プログラム参加者や学友に、クラブのプログラムや活動への参加を呼び掛ける。
□　「未来の夢計画」に関する研修プログラムを実施し、理解を深める。
□　ポリオ・プラス・プログラムへの参加と財政的支援に努める。
□　その他（具体的に明記）
今後の活動計画(記述してください)
米山記念奨学会に関する項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現況
下記の項目の過去3年間と今年度の実績を記入してください。
世話クラブとして支援した米山奨学生の数：　　   　名、
クラブ米山奨学生支援（CY）：　□あり　　　□なし
米山奨学生・米山学友による卓話の実施：　　   　回、
地区米山セミナーに参加した会員の数：　　   　名、
普通寄付の額：3年前　　       　　円、2年前　　       　　円、昨年　　       　　円、
　今年度　　       　　円、
特別寄付の額：3年前　　       　　円、2年前　　       　　円、昨年　　       　　円、
　今年度　　       　　円、
今後の目標
当クラブは次年度の目標を次のように設定しました。
普通寄付額：　　       　　円（会員一人当たり　　       　　円）
特別寄付額：　　       　　円（会員一人当たり　　       　　円）
地区セミナーへの参加者数：　　   　名、
目標を達成するためのクラブの計画（複数回答可）
□　米山委員会や米山担当者のプログラムへの理解を深め、寄付を推進できる力をつける。
□　クラブ会員の米山奨学会活動への理解を深め、財政的支援を推進する。
□　米山月間の送金を目標に寄付を推進する。
□　米山奨学生や学友との交流の機会を検討するとともに、卓話を実施する。
□　地区米山セミナーへの積極的参加を呼び掛ける。また確実な報告をする。
□　地区の米山の活動（クリーンキャンペーンなど）に積極的に参加する。
□　米山梅吉という人物について学ぶ機会を持つ。
□　過去お世話した米山奨学生との連絡を心がける。
その他（具体的に明記）
今後の活動計画(記述してください)
指導力（リーダーシップ）の育成に関する項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現況
今年度下記の会合に出席したクラブ会員の数：
地区チーム研修セミナー：　　   　名、　地区協議会：　　   　名、
地区会員増強セミナー：　　   　名、　　地区指導者育成セミナー　　   　名、
地区米山セミナー：　　   　名、　　　　地区ロータリー財団セミナー　　   　名、
規定審議会報告会等：　　   　名、　　　地区大会：　　   　名、
地区レベルで関与しているクラブ会員の数：　　   　名、
現ロータリー年度にガバナー補佐の訪問を受けた回数：　　   　回、
今後の目標
当クラブは、次年度指導者育成の目標を次のように設定しました。
（必須目標）
目標を達成するためのクラブの計画（複数回答可）
□　会長エレクトとしてPETSおよび地区協議会に参加する。
□　全クラブ委員会委員長が地区協議会に出席する。
□　地区主催の各種セミナーへの積極的参加を心がける。
□　地区主催会合のクラブ会員への報告の徹底を図る。
□　ロータリーの歴史や理念を学ぶクラブ研修を実施する。
□　クラブ会員全員に対する国際ロータリーの動向に関する研修の実施。
□　財団補助金を管理することの重要性を学ぶ。
□　国際大会への参加を推進する。
□　姉妹クラブや友好クラブとの情報交換を確実にする。
□　「手続要覧」や「ロータリー章典」を身近なものとする。
□　国際ロータリーやロータリーの友のホームページを定期的に閲覧する。
その他（具体的に明記）
今後の活動計画（記述してください）
広報に関する項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現況
過去3年間で報道機関に取り上げられたクラブの活動を列挙してください。
その報道機関の種類を書いてください。
今後の目標
当クラブは、次年度の広報の目標を次のように設定しました。
目標を達成するためのクラブの計画（複数回答可）
□　広報委員会がクラブで有する重要性を理解する。
□　何を、何処に、何時、どのようにして広報するのか、その主体は何なのかを充分考える。
□　安易な広報活動が持つ不利益を考慮する。
□　地区の広報委員会との連絡を密にする。
□　公共イメージ向上のためにクラブがなすべきことを考え学ぶ。
□　地元の報道機関との連絡がいつでも取れる用意を心がける。
□　奉仕活動の展開に関する広報を考慮する。
□　その他（具体的に明記）
今後の活動計画（記述してください）
クラブ奉仕（クラブ管理運営）に関する項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現況
クラブは、CLPに基づいて管理運営を行っていますか。　□Yes　　　□No
クラブ理事会は毎月開催されていますか。　□Yes　　　□No
クラブ協議会は、何回開催されますか。　　　　　回
クラブ協議会は、例会とは区別して開催されていますか。　□Yes　　　　□No
クラブフォーラムは、何回開催されますか。　　　　回
クラブフォーラムは、例会とは区別して開催されていますか。　□Yes　　　□No
クラブは、長期計画（Long-range plan）を定めていますか。　□Yes　　　□No
クラブは、理事会や委員会などの継続性を保つ体制を敷いていますか。　□Yes　　□No
「クラブ奉仕」という考え方の理解はできていますか。　　□Yes　　　□No
クラブには全会員が積極的に活動できる体制が整っていますか。　□Yes　　　□No
クラブ会報発行の頻度は？　　   　　　  
クラブはウェブサイトを設けていますか。　□Yes　　　□No
クラブウェブサイト更新の頻度は？　　　　  　　　　　　
クラブは、ロータリーの特別月間を祝っていますか。　□Yes　　　□No
例会プログラムがどのように企画・運営されているか説明してください。(文章回答)
クラブは、どのような親睦活動を実施していますか。(文章回答)
クラブは、ロータリアンの家族をどのように参加させていますか。(文章回答)
クラブは、ロータリー家族をどのように参加させていますか。(文章回答)
クラブの予算はどのように作成されますか。(文章回答)
クラブ予算は独立した公認会計士が監査していますか。　□Yes　　　□No
クラブは、スマイル実績を次年度奉仕予算の原資としていますか。　□Yes　　　□No
今後の目標 （記述してください）
目標を達成するためのクラブの計画（複数回答可）
□　クラブ理事会の運営に関する研修を実施する。
□　クラブ・リーダーシップ・プランによる組織管理運営を充分理解する。
□　地区リーダーシップ・プランとクラブとの関係を明確に理解する。
□　ガバナー補佐を介しての地区とのコミュニケーションを正しく利用する。
□　クラブ細則が最新のロータリーの組織原則を反映するように更新をする。
□　地区人事を考慮しつつクラブにおける人事を推進する。
□　地区大会には少なくともクラブ会員の75パーセントは出席するよう努める。
□　例会プログラムは、会員の職業に関する卓話の機会を確実に増やす。
□　会員家族や地域社会の人たちが参加できる例会プログラムを開発する。
□　特別月間のプログラムを充実させる。
□　例会におけるあらゆる報告事項の確実な伝達システムを確立する。
□　会員相互の交流が深まる親睦活動を開発実施する。
□　例会所要時間の増加を現実問題として検討する。
□　クラブ会報の内容の再検討をする。記録と親睦増進と教育的側面の具備
□　退会者に対する最小限の配慮事項を確立する。
□　スマイルメッセージに会員個々が工夫を凝らす。
□　あらゆるロータリーの会合への出席を意識的に高める努力をする。
□　その他（具体的に明記）
今後の活動計画（記述してください）
当クラブは、以下の項目についてガバナー補佐またはガバナーによる援助を必要とします。（列記）
当クラブは、ガバナーあるいはガバナー補佐のクラブ訪問中に次の問題について討議することを希望します。（列記）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2014-2015　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　クラブ会長の署名　　　　　　　　　ロータリー年度　　　　　　ガバナー補佐の署名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日付
12

